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指定管理者評価シート

事業名

１　施設の概要

名称 所在地

開設時期 延床面積

目的

事業概要

主要施設

２　指定管理者

名称

指定期間

募集方法

指定単位

業務の範囲

３　評価単位

所管課（電話番号）公園管理費 中央区土木部維持管理課（614-5800）

旭山記念公園 札幌市中央区界川4丁目

1970年9月26日 202,760㎡

都市公園の健全な発達を図り、もつて公共の福祉の増進に資すること。

森の家、レストハウス、遊具広場、噴水、吊り橋、展望広場、駐車場、展望デッキ

旭山記念公園みどりコンソーシアム（（公財）札幌市公園緑化協会、㈱岩本石庭、㈱北海道造園コンサルタント）

令和3年4月1日～令和8年3月31日

公募

施設数：1公園

公園維持管理業務

施設数：1公園

複数施設を一括指定の場合、その理由：

複数施設を一括評価の場合、その理由：

Ⅰ　基本情報

旭山記念公園の維持管理及び運営（園内の維持管理、管理事務、園内の安全確保に関する業務）
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Ⅱ　令和6年度管理業務等の検証

項　目 実施状況
指定管理者
の自己評価

所管局の評価

1　業務の要求水準達成度

（１）統括管
理業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

旭山記念公園の特徴を最大限に活かし、魅力ある
公園として多くの市民に利用していただくため、次
の基本方針を策定した。

①平等・公平な利用の機会を確保し、公共の福祉
増進の場としての利用効果を高める。
②関係法令・条例等を遵守し、利用者や市民の声
の反映とその発信に務め、開かれた管理運営によ
る安全で安心、快適な利用環境を提供する。
③資源・施設の長寿命化を念頭に置き、効率的な
管理運営による経費削減を図り、安定した質の高
いサービスを提供する。
④コミュニティ活動の拠点の一つと位置付け、市民
や関係諸機関との連携を強化し、資源の積極的な
活用を図り、集いの場としての魅力を高める。
⑤都市における多様な環境圧の下、みどりの保全
と環境負荷の低減を目指す。

札幌市街地の眺望観覧および当該公園
の特徴である豊かな自然環境と野鳥等の
動植物の観察など、多くの来園者が訪
れ、その人数は増加傾向で、旭山記念公
園市民活動協議会（以下、市民協議会）、
公園ボランティア、近隣小学校、町内会と
連携・協働し、ニーズに沿った多様な環境
教育プログラムを実施し、自己実現・生涯
学習・交流の場を提供するとともに、安
心・安全に施設・緑地管理に努め、多くの
方に利活用していただくことが出来た。

市民活動団体と
協力し、旭山記
念公園の自然資
源を活用した事
業を実施してい
た。自然観察会
等の環境プログ
ラムが多く実施さ
れ来園者に旭山
記念公園の自然
の魅力を十分に
伝えることができ
ていた。

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

年齢や障がい、性別、主義・主張、思想・信条、民
族や言語、社会的地位や身分の違い、その他不当
な理由によって公園の平等利用が妨げられること
のないよう、スタッフへの教育指導の徹底を図るほ
か、違法・不正行為の排除等に努める管理運営を
行った。
上記方針のもと、平等利用の機会確保のため、下
記の取り組みを実施した。
▼イベントの告知は、公式ホームページのほか、公
園内掲示板への掲示、生活情報誌「ふりっぱー」へ
の情報提供など、複数の手段で行った。
▼過去の実績から、定員を超える申し込みが予想
されるイベントについては、抽選により参加者を決
定した。
▼自転車乗り入れ禁止や犬のノーリード禁止等の
注意看板を園内各所に設置し、発見した際は口頭
で注意した。

広く周知されるようにイベントは幅広い手
段で告知を行い、情報の不平等が起こら
ないように心がけた。
昨年度に引き続き、自転車乗り入れ禁止
看板や犬のノーリードの禁止看板を設置
するとともに、巡回中の声掛け等を実施し
た。

市のイベント情報
冊子にイベント情
報を都度掲載
し、市民がイベン
トの情報を取得
する、又はイベン
トに参加する機
会の平等が妨げ
られないよう対応
していた。注意
喚起が十分行わ
れていたため、
昨年と比較しマ
ナーに関する苦
情や問い合わせ
が減っていた。
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▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

当協会独自のＥＭＳを運用することにより、環境負
荷の低減に向けた各種取組を実施した。
▼全スタッフに対してEMS教育を実施した。
▼一般ごみと資源化ごみの分別を徹底することで
ごみの減量化に努めた。
▼剪定枝のチップ化など、植物リサイクルを実施し
た。

森の家は公園の伐採木や枯損木を活用
した薪ストーブを使用し、極力灯油・電気
の暖房の使用を控え、燃料の節約に努め
たほか、不要な照明、換気扇のOFFなど
をこまめに行い電気使用量の削減に努め
た。

自然エネルギー
を活用し灯油料
金の削減に努め
たほか、電気使
用を最低限にす
るなど、環境にも
配慮した対策を
行った。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、
従事者の確保・配置、人材育成）

当コンソーシアム構成団体及び関係委託業者との
分業・協働体制をとり、相互の連絡を密にして情報
共有を行い、当公園の適切な管理運営を実施し
た。
▼コンソーシアム構成メンバーで担当業務と指揮系
統を明確にして管理運営業務に従事した。
▼昨年度に引き続き、季節雇用のスタッフを雇用し
た。

前年から引き続き、同じ統括責任者を配
置し、維持管理作業員、各コンソーシアム
担当者とこまめに連携を取り、円滑な管理
運営を行うことが出来た。昨年度に引き続
き週3日程度の季節雇用スタッフを配置す
ることで、森の家来館者・電話対応のほ
か、ヒグマ出没など緊急時の迅速な対応
に備えることが出来た。

前年度から引き
続き同じ統括責
任者のもと、現
場スタッフおよび
各コンソーシアム
担当者と情報が
よく共有され、円
滑に管理運営が
実施されてい
た。また、季節雇
用スタッフを配置
することで来館
者対応など迅速
に対応していた。
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▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▼年度当初にレストハウス委託団体を含めたスタッ
フ研修を行い、EMSの取り組み、火災等の緊急事
態の対応、個人情報の取扱い等について教育訓練
を行った。
▼スタッフミーティングでは当日の作業計画ととも
に、団体利用の予定の共有や、作業前にはKY活
動を適宜実施した。

年度当初にスタッフ研修を確実に実施し
た。また作業時は危険予知活動の実施
や、スタッフ間で公園団体利用の周知に
よる安全管理に努めた。

スタッフ研修や
日常的な危険予
知活動が積極的
に行われてい
た。団体利用や
イベント開催時に
は園内での作業
内容を調整する
ことでスタッフの
安全確保と効率
的な管理運営に
つながった。

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）

▼森の家機械警備
▼レストハウス管理運営
▼門扉開閉
▼遊具等保守点検
▼駐車場管理
▼消防用設備点検
▼受水槽清掃
▼レストハウス自動扉保守点検
▼噴水保守点検
▼自家用電気工作物保安管理
▼一般事業系廃棄物処理
▼トイレ維持管理業務

設備の保守点検や機械警備等の専門性
がある業務および法定点検は、専門業者
に委託し、適正な維持管理に努めた。

専門性のある業
務及び法定点検
は適切に行われ
ていた。

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等
の開催）

開催回 協議・報告内容 管理業務と自主事業の実施状況、利用者
の要望・苦情、市民協働の報告等につい
て、情報共有を図ることができた。

コンソーシアムと
中央区土木部で
情報を共有し、
今後の課題等に
ついて必要な協
議を行えた。今
後も情報を共有
し、協力体制を
取りながら適切
に対処したい。

3月16日(月)

旭山記念公園の事業報告及び施
設・緑地の管理等について意見交
換を行った。

＜協議会メンバー＞

中央区土木部維持管理課長及び公園緑化係職
員、岩本石庭企画部長・技術担当・担当職員、北
海道造園コンサルタント常務取締役、札幌市公園
緑化協会事業課担当課長及び職員

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

▼資金管理については、指定管理業務や自主事業
等、公園ごとに区分している。
▼当協会の規定に基づき、現金や金券類、預金通
帳等の施錠管理や帳簿類の内部監査を年2回実施
しているほか、公認会計士事務所による外部監査
を導入している。
▼現金等の取扱いに関しては、現金取扱規定を整
備しており、管理体制の強化及び不祥事防止の取
組みを行っている。

不正行為や事故発生の未然防止のた
め、複数名による現金等の確認を徹底し
た。

不正経理等はなく問題はない。

適切に管理され
ていた。今後も
不正行為や事故
発生の未然防止
に努めること。

▽　要望・苦情対応

アンケート用紙による回答以外の速やかに報告す
べき苦情は「苦情等対応報告書」に記載し、札幌市
へ報告および緑化協会が管理する他公園でも情報
を共有し、随時改善を検討した。札幌市へ直接申し
立てられた案件についても、札幌市と協議して随時
対応した。

苦情・要望件数　10件
・平日の野鳥観察会を増やしてほしい

苦情の内容により、速やかに対処を行うと
ともに、コンソーシアムや委託団体との
ミーティングによる状況の把握と改善指示
等を行うなど、適宜改善に努めた。
また、イベント（自主事業）についても実施
回数の増加等、参加者の要望を取り入れ
適時改善を図った。

管理瑕疵案件が
あったため、園内
巡視を徹底し事
故、ケガにつな
がるような施設
の破損、樹木の
枯損等について
は速やかに対応
するよう努めるこ



5

野鳥観察会を増
・自転車走行禁止看板を増やしてほしい、また外国
人も見受けれるため多言語表記にしてほしい
・公園から民地に越境している樹木の伐採をしてほ
しい
・車道で舗装の穴にはまり転倒した。自転車がパン
クし、ホイールも曲がった。自身も擦り傷をおったの
で修繕してほしい
・フォトコンテスト（自主事業）について審査部門を増
やしてほしい
・噴水が（清掃等で）利用中止する際はホームペー
ジで情報をあげてほしい
・犬が多くて怖い。ペットの立入を制限してほしい
・家から見える公園の笹薮を刈ってほしい
・森の家にエアコンを設置してほしい
・展望デッキから見える景色を阻害する針葉樹を剪
定してほしい

す う努
と。植栽管理に
ついては将来の
植栽像を見据え
て対応していくこ
とも検討してほし
い。イベントにつ
いては参加者の
意見要望を取り
入れ改善をして
おり、引き続きイ
ベント参加者の
意見や要望を取
り入れ参加者の
満足度が高くな
るよう、また参加
したいと思っても
らえるようイベン
ト内容や回数の
工夫を続けてほ
しい。苦情・要望
に係る多面的な
情報収集は今後
も継続し、公園
運営に役立てる
こと。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタ
リングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、
自己評価の実施）

▼アンケートを森の家およびレストハウスに設置、
またイベント開催時に公園利用者から回答をいただ
き、公園満足度98.2％、スタッフの接遇満足度95.5
％となり、とともに目標を達成した。
▼月毎・四半期の実績報告書を適正に札幌市へ提
出した。
▼EMSの環境目標について記録し、評価を実施し
た。

事業報告等適切
に実施されてい
た。
スタッフ接遇満
足度は前年に比
べやや減少した
ものの、公園満
足度は上昇して
おり、公園利用
者から高い評価
を受けている。引
き続きアンケート
結果を参考に利
用者満足度が低
下しないよう努め
てほしい。

札幌市への月・期ごとの報告書類の作成・
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（２）労働関
係法令遵
守、雇用環
境維持向上

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上(事故の有
無などの安全衛生面を含む)

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼　スタッフの雇用に関して、労働基準法、最低賃
金法、労働安全衛生法、労働者災害補償保険法、
健康保険法・厚生年金保険法、雇用保険法、労働
契約法、男女雇用機会均等法、次世代育成支援対
策推進法、女性活躍推進法、育児休業・介護休業
等に関する法律、労働保険の保険料の徴収等に関
する法律、その他関連する法令等に基づき、主とし
て以下のような届出・対応等を行った。
　・全てのスタッフに対し、北海道最低賃金1,075円
（令和7年10月1日発効）以上の時給を支給した。
　・施設で働く職員に対し、時間外労働・休日労働
及び深夜残業をさせた場合、それぞれ法定割合以
上の割増賃金を支払った。
　・就業規則・要綱の改正を行い、札幌中央労働基
準監督署に適切に届け出た。
　・全スタッフの就業時間や休日等について、労働
基準法を遵守した。
　・スタッフに時間外労働又は休日労働をさせるに
あたり、書面による労使協定（36協定）により必要
な定めをし、札幌中央労働基準監督署に届け出
た。
　・全てのスタッフを労災保険適用とし、条件を満た
すスタッフを雇用保険に加入させた。
　・労働保険料等算定基礎賃金等の報告を北海道
労働局へ提出し、労働保険料を納付した。
　・スタッフの勤務形態、家族状況等に応じて健康
保険・年金保険資格を取得するよう、適切に届け出
を行った。
　・年1回の定期健康診断及びストレスチェックを実
施した。
　・短時間雇用管理者を選任し、北海道労働局へ
届け出た。
　・有期雇用契約者のうち、無期転換申込権が発
生した者に対して周知し、希望の申し込みを随時受
け付けた。
　・次世代法及び女性活躍推進法に基づく一般事
業主行動計画を公開・周知した。
　・女性活躍推進法に基づく認定制度「えるぼし」に
おいて、女性の活躍推進に関する状況等が優良な
団体として「認定段階3」を受けたことを周知した。
　・安全衛生委員会を設置し、毎月1回、各公園の
担当課長が出席して委員会を開催し、職場の安全
確保及び健康障害の防止に係る議題について検討
し、その結果を各公園・施設のマネージャーを通し
てスタッフに周知して、健全な職場環境の実現に努
めた。
　・維持管理作業従事者を対象に、作業における安
全確保や機械の取扱いに関する講習を実施した。

指定管理施設の現場と本部事務局との
連絡調整を密にするとともに、関係機関へ
の必要な届出を迅速かつ確実に行うな
ど、労働関係法令を遵守し、すべての関
係手続きについて適切に対応できた。

　当団体での労働災害発生ゼロを目指し
て、毎朝のKY活動、ヒヤリハット事例の共
有、安全大会の開催、安全講習の実施等
に取り組んだ。

　事故が発生した際には、安全衛生委員
会において、原因検証と再発防止の検討
を実施し、安全な職場環境の実現と、ス
タッフの雇用環境の向上を進めるなかで、
市民サービスの向上につなげることがで
きた。

法令を順守し、
適切に雇用環境
が維持されてい
た。

▼　旭山記念公園における労働災害　0件
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（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向
上への配慮、連絡体制確保、保険加入）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼ヒグマ出没情報があった際は速やかに閉鎖措置
およびHP等で告知を行った。また札幌市による痕
跡調査に協力した。
▼レストハウス委託団体スタッフと、レストハウスで
の火災発生を想定した消防訓練を実施した。
▼犬のノーリード、園内の自転車走行など、不正利
用を発見次第、口頭で注意するとともに、看板を設
置し利用者の安全確保に努めた。
▼施設賠償責任保険は仕様に適合したものに加入
した。

毎年1回以上、ヒグマ出没情報が寄せら
れており、適切な人員体制を確保したうえ
で、対応マニュアルに従って速やかに対
応することができた。

ヒグマ出没情報
が寄せられた際
は速やかに適切
な対応を取ること
ができていた。
年々ヒグマの出
没情報が増加し
ており、ヒグマ生
息地に近接して
いることからヒグ
マ出没情報が寄
せられた際は速
やかに対応でき
るよう危機感を持
つようにするこ
と。

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、
修繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

専門業者に委託し、保守点検・修繕・警備・管理業
務を下記のとおり実施した。
▼噴水保守点検
▼受水槽清掃
▼消防用設備点検
▼遊具等保守点検
▼レストハウス自動扉保守点検
▼自家用電気工作物保安管理
▼レストハウス管理運営
▼駐車場管理（門扉開閉、誘導警備）
▼森の家機械警備

▼草刈は生育状況に応じて、園路際など一部回数
を増やすなど柔軟に対応した。

▼公園ボランティアにより公園施設(森の家)の清
掃、園内のゴミ拾い、樹名板の作成および設置を
行った。

公園施設・設備の保守点検等を確実に実
施した。
公園ボランティア「旭山記念公園ボラン
ティアの会」に協力していただき、公園内
のゴミ拾いのほか、年２回、森の家の大
掃除に協力していただき、園内および公
園施設の美観維持にご協力いただいた。

適切に維持管理
されていた。利
用者の安全確保
だけでなく、公園
ボランティアとも
協力した作業に
より、公園の美
観の向上にもつ
ながった。引き続
きボランティアの
方々と協力しな
がら園内の美化
に努めてほしい。

▽　防災

▼園内での火災発生や台風・地震などに備え、緊
急事態対応手順書に基づく役割分担と手順等の確
認を行うとともに緊急時連絡網・緊急時対応フロー
をスタッフ間で共有した。
▼ヒグマ出没時の連絡体制を更新し、札幌市およ
び当該公園スタッフで共有した。
▼レストハウス厨房での出火を想定した消防訓練を
実施した。

ヒグマ出没時の聞き取り票の活用や緊急
対応について、公園スタッフおよびレスト
ハウス委託団体スタッフで改めて確認を
行い、出没に備えた。

災害等に対する
訓練を適切に実
施していた。ヒグ
マ対応について
は園内で働くス
タッフと蜜に連携
し、緊急時には
速やかに対応で
きるよう準備して
おくようにしてほ
しい。
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（4）事業の
計画・実施
業務

▽　自然環境に関する学習機会の提供業務 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

【実施イベント】
▼野鳥観察会：28回開催（延べ382名参加）
▼早朝野鳥観察会：1回開催（19名参加）
▼平日野鳥観察会：2回開催（延べ25名参加）
▼観光・旅行者等の団体向け野鳥ガイド：107回開
催（延べ287名参加）
▼自然観察会：4回開催（延べ29名参加）
▼バードウォッチャーのための樹木観察会：2回開
催（延べ21名参加）
▼スノーシュー自然観察会：6回開催（延べ52名参
加）
▼旭山記念公園フォトコンテスト：30名参加
▼ワンダーフォレスト：20名参加
▼愛犬と安全に楽しくお散歩講座：2名参加
▼旭山森のフェスティバル：80名参加
▼薪割り体験会：1名参加
▼クリスマスリース作成体験：6名参加
▼旭山記念公園にスノーキャンドルの灯りをともそう
：7名参加
▼羊毛フェルトでつくるシマエナガのキーホルダー
作り：7名参加
▼ネイチャーカフェ「私選野鳥観察地案内」：19名参
加
▼旭山冬のフェスティバル：80名参加
▼園芸講習会「多肉寄せ植え講座」：5名参加
▼園芸講習会「観葉植物ミックス寄せ植え」：5名参
加
▼園芸講習会「ナチュラルクリスマスガーラント作
り」：8名参加

多くの方に、自然環境に触れる機会を提
供することが出来た。野鳥観察会につい
ては、年間を通して開催することで、当公
園の豊かな自然環境に触れる機会の創
出に努めた。また、新規に実施した「観
光・旅行者等の団体向け野鳥ガイド」は全
国から多数のお申込みをいただき、新規
利用者の開拓につなげることができた。

自然環境に関す
るイベントを多く
実施し、多くの来
園者に自然環境
に触れる機会を
提供できてい
た。観光客向け
の野鳥ガイド実
施により道外の
方にも旭山の自
然の魅力を伝え
ることができた。
引き続き多くの
方が自然環境を
学べる機会を提
供できるよう、イ
ベント回数や内
容を工夫してほ
しい。

▽　公園及び周辺環境に関する情報収集及び提供業務

▼毎日の巡視業務と併せて、野鳥その他の自然情
報を収集・記録し、公式ホームページでの情報提供
や、自然情報のリーフレットを作成して配架した。
▼公式ホームページで、野鳥等自然情報やイベント
情報等を年間183件発信した結果、閲覧数は前年
度比81%の375,378件となった。
▼当該公園の野鳥や植物等の情報を掲載した月
刊誌「アカゲラ通信」を毎月発行し、森の家・レスト
ハウスで無料配布し、公式ホームページでも公開し
た。
▼令和5年度から引き続き、ヒグマの近隣（藻岩
山、円山西町など）への出没情報について、ホーム
ページや掲示板等で情報発信した。

公式ホームぺージは昨年度比81％と減
少したが、当該公園の情報を得る手段と
して広く活用していただくことが出来た。
今後もサクラ開花や野鳥など、需要が高
い情報をタイムリーに提供するとともに、ヒ
グマへの注意喚起や公園利用のマナー、
イベント情報等の効果的な発信に努める。

公園の魅力をよ
り広く周知できる
ようホームページ
で季節の情報等
を発信するよう努
めること。イベント
や花の開花、動
植物の情報等公
園に訪れたくな
るような情報を時
期を逃さずに発
信するよう努めて
ほしい。



9

▽　環境教育に関する市民の自主活動及び交流の支
援業務

【市民協議会及び登録団体が運営母体となってい
るイベント事業】
▼ワンダーフォレスト：参加者20名
▼旭山森のﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ：参加者80名
▼冬のﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ：参加者80名

【近隣小学校および近隣町内会との連携事業】
▼旭山ウォーカー（緑丘小学校4年生の総合学習授
業）：約150名

【公園ボランティア「旭山記念公園ボランティアの
会」の活動】
▼旭山自然調査隊主催行事「森のたんけん隊」運
営サポート
▼クリスマスリース作成体験：素材収集等
▼樹名板づくり
▼園内植生調査活動
▼実生稚樹の抜き取り（ニセアカシア等）

緑丘小学校との連携事業「旭山ウォー
カー」は、学校側から開催の要望をいただ
き、市民協議会、札幌市、公園ボランティ
ア、近隣町内会の協働により開催すること
が出来た。
公園ボランティア「旭山記念公園ボラン
ティアの会」は、各種イベントの準備等の
活動のほか、樹名板づくりや植生整備な
ど維持管理に関わる活動も実施していた
だいた。

指定管理者と市
民活動団体は、
良好な関係を築
くことができてお
り、連携ができて
いる。
市民協議会や登
録団体が主とな
り開催されたイベ
ントにより、多く
の人が交流をも
てる機会が設け
られた。
公園ボランティア
の活動ではイベ
ントのサポートの
ほか、園内の維
持管理に関わる
活動も積極的に
行われていた。
今後も指定管理
者と市民活動団
体及びボランティ
アの方々が協力
して活動してい
けるよう、札幌市
としても積極的に
調整を行ってい
く。

（5）施設利
用に関する
業務

▽　利用件数等 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

昨年度に引き続き、多くの利活用をしてい
ただけた。レストハウスは運営を委託する
福祉団体の提供する質の高いテイクアウ
ト商品や雑貨が引き続き好評で利用促進
につながった。
野鳥情報に関して、道外からの問合せや
来園者が増えており、今後も公式ホーム
ページでのこまめな情報発信を行い、利
用の増加につなげていきたい。

前年に続き、レ
ストハウスの運
営が好評とのこ
となので引き続
き多くの方に利
用していただけ
るよう提供商品
の質の向上、工
夫に努めてほし
い。野鳥観察の
人気が高まって
いることから、公
園に野鳥を見に
来たくなるような
情報発信、問い
合わせに対する
真摯な対応に努
めてほしい。

17 - 38

89 - 82

6,771 - 5,569

-

▽　利用促進の取組

▼週1回、公式ホームページで当該公園で見られる
野鳥情報を更新し、森の家では電話や窓口で野鳥
に関する問い合わせに対応した。
▼生活情報誌「ふりっぱー」にイベント情報を掲載し
ていただいた。
▼レストハウスで、運営委託団体と共催して、当該
公園で撮影した野鳥写真のコンテストを開催した。
▼市民協議会と「旭山森のフェスティバル」および
「旭山冬のフェスティバル」に協力し開催した。

130,041

Ｒ6年度実績 Ｒ6年度計画 Ｒ7年度実績

森の家利用届(件)

公園利用届(件)

森の家利用者数（人）

176,138

( ) ( )

(レストハウス利用者数（人） ( )
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（6）付随業
務

▽　広報業務 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼　公園施設でのイベント情報、開花情報、各種お
知らせなど迅速かつ正確に利用者へ伝えることを
目的として広報を行い、施設のPRに努めた。

▼　インターネットを効果的に活用し、リアルタイム
な情報発信に努めた。
・公式ホームページ
　アクセス数は375,378件となり、前年度比約81％
の閲覧数となった。
・メールフォームの活用
　公式ホームページ内のメールフォームからの問合
せ（野鳥に関すること、落とし物など）に即時、対応
した。
▼　公園ホームページについてのウェブアクセシビ
リティ研修を担当職員対象に実施した。
▼　広報誌の活用
各種イベントやレストハウス営業開始等の情報を生
活情報誌「ふりっぱー」に掲載していただいた。
▼　テレビ等の取材・問い合わせ対応
テレビ、雑誌、ネット媒体からの取材・問い合わせ
に応じ、季節にみられる野鳥や花、サクラの開花情
報、公園の基本情報等を提供した。
▼　公園ホームページのウェブアクセシビリティ取り
組み確認・評価表を、令和8年3月31日に公開し
た。

札幌市街地の眺望観覧のほか、当該公
園の特徴である豊かな自然環境とともに
野鳥等の動植物の観察ができることが広
く認知され、公式ホームページは多くの方
に閲覧していただけたが、昨年度よりアク
セス数が減少したため更新頻度を増や
し、きめ細かな情報を発信することで改善
につなげたい。また、ヒグマへの注意喚起
や近隣出没情報なども発信しヒグマ対策
等の啓発を継続して実施した。
また「ふりっぱー」や「広報さっぽろ」を活
用してイベント情報を発信し、公園の利用
促進に務めた。

広報さっぽろや
ふりっぱーなどを
活用し、公園の
イベント情報を積
極的に発信して
いた。多くの人が
目にするような媒
体を用いた広報
活動を今後も続
けてほしい。ホー
ムページは更新
頻度とアクセス
数に相関関係が
あると思われる
ため、更新頻度
をあげ、更新内
容が充実するよ
う努めること。

▽　引継ぎ業務

前回から継続指定を受けており、引継ぎ業務はない。

▽　自主事業 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼レストハウス売店事業 レストハウスは前年度から引き続き、高い
水準で安定した売上となり、委託団体の
品質の良いテイクアウトメニューや雑貨販
売が好評だった。自主事業は観光客向け
野鳥ガイド等の新規イベント等により売上
を増加させることができた。

レストハウスの
売り上げは安定
しており、商品も
好評を得ている。
引き続き高い水
準で安定した売
り上げになるよう
努めてほしい。
自主事業は野鳥
ガイドが好評で
あることから、ガ
イドの内容の充
実を図り、新規
の参加者、リ
ピーターの増加
を目指してほし
い。

売上高10,779千円（前年度12,689千円）

▼森の家売店事業

収益事業売上高371千円（前年度379千円）

公益事業売上高722千円（前年度533千円）

合計売上高1,093千円（前年度912千円）

２　自主事業その他
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▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

▼森の家機械警備
▼レストハウス管理運営
▼門扉開閉
▼遊具等保守点検
▼駐車場管理
▼消防用設備点検
▼受水槽清掃
▼レストハウス自動扉保守点検
▼噴水保守点検
▼自家用電気工作物保安管理
▼一般事業系廃棄物処理
▼トイレ維持管理業務

保守点検・調査、修繕業務については、
市内の各専門業者を活用した。レストハウ
スの管理運営業務については、引き続き
障がい者支援団体へ業務を委託すること
で福祉施策に取り組むことが出来た。ま
た同団体からシマエナガグッズなどオリジ
ナル商品を仕入れて販売することで社会
福祉に貢献した。

適切に実施され
ていた。また、外
部業者を積極的
に活用し社会福
祉に貢献してい
た。

▽　利用者アンケートの結果 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

実施方
法

アンケートコーナーを森の家とレストハウスに設置、ま
た利用者への質問用紙配布を行い、112件の回答を
得た。

総合的な満足度および接遇に関する満足
度ともに、要求水準を満たすことができ
た。今後も、豊かな自然環境と風致の良
さを維持し、安全安心な利用環境を整える
ように努めたい。
苦情に関しては、苦情主に対して真摯に
接し、速やかにコンソーシアム間で共有し
て、スタッフ指導や改善作業を行った。
野鳥観察会等のいベントで多くの賛辞を
いただいた。当公園の豊かな自然環境を
紹介するイベントを継続して実施し、利用
者にご満足いただける運営管理をすること
ができた。

総合的な満足
度、接遇満足度
ともに高い水準
であった。野鳥
観察会等のイベ
ントで多くの称賛
をいただいてお
り、旭山記念公
園の魅力である
豊かな自然環境
を活かしたイベン
トにより公園利用
者から高い満足
度を得ている。今
後も引き続き自
然環境を活かし
たイベントを充実
させ、利用者に
満足してもらえる
よう努めてほし
い。

結果概
要

・総合的な満足度は、札幌市の要求水準70％に対し
て98.2％と大幅に上回った。
・接遇に関する満足度は、要求水準80％に対し95.5
％とこちらも大幅に上回った。

利用者
からの
意見・
要望と
その対
応

〈意見・要望〉
・平日の野鳥観察会を増やしてほしい
・自転車走行禁止看板を増やしてほしい、また外国人
も見受けれるため多言語表記にしてほしい
・公園から民地に越境している樹木の伐採をしてほし
い
・フォトコンテスト（自主事業）について審査部門を増
やしてほしい
・噴水が（清掃等で）利用中止する際はホームページ
で情報をあげてほしい
・家から見える公園の笹薮を刈ってほしい
・森の家にエアコンを設置してほしい
〈苦情〉
※電話、メール、対面での苦情
・車道で舗装の穴にはまり転倒した。自転車がパンク
し、ホイールも曲がった。自身も擦り傷をおったので修
繕してほしい
・犬が多くて怖い。ペットの立入を制限してほしい
・展望デッキから見える景色を阻害する針葉樹を剪定
してほしい
〈称賛〉
・野鳥観察会は楽しかったし、景気も良かった。スタッ
フの方も親切だった（野鳥観察会参加者）
・シマエナガが見れてうれしかった（自然観察会参加
者）
・噴水がきれいだった
・鳥の鳴き声や公園の説明など大変わかりやすかっ
た

３　利用者の満足度
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４　収支状況

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

▽　収支 （千円） Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

項目 Ｒ7年度計画 Ｒ7年度決算 　自主事業収入は、野鳥に関するイベント
等が好評で、園芸講習会の新規開催、ま
たカプセルトイでのオリジナル商品販売等
も売上増につながり、計画より増額させる
ことができた。
　指定管理業務支出は、光熱水費の高
騰、賃金上昇に伴う諸費用の増額によ
り、計画より支出が増加したが、自主事業
収入の増加を図ることで収支改善に努め
た。
　次年度以降は更なる利用促進事業を強
化し増収を図りたい。

自主事業収入は
イベント、オリジ
ナル商品販売、
園芸講習会の新
規開催により計
画を上回る売り
上げとなった。
光熱費や賃金上
昇により支出が
増加傾向にある
が、今後も自主
事業収入の増額
や経費削減の工
夫を行い、収支
改善に努めてほ
しい。

収入 28,848 32,571 3,723

27,357 28,996 1,639

27,357 28,995 1,638

利用料金 0 0 0

その他 0 1 1

自主事業収入 1,491 3,575 2,084

支出 28,542 34,591 6,049

28,153 32,070 3,917

自主事業支出 389 2,521 2,132

収入-支出 306 ▲ 2,020 ▲ 2,326

利益還元 0 0 0

法人税等 306 78 ▲ 228

純利益 0 ▲ 2,098 ▲ 2,098

▽　説明

▼　指定管理費収入について、「札幌市都市公園の維持管理
に関する協定における費用見直し等に関する確認書（電気料
金及び賃金スライド等）」により1,638千円の増となった。
▼　自主事業収入は、イベント事業、売店、手数料収入ととも
に好調であり、計画より2,084千円の増となった。
▼　指定管理業務支出は、市民対応の為臨時職員人工を増
やしたため、計画より3,917千円の増となった。
▼　自主事業支出は、公益事業繰入が増加したため、計画よ
り2,132千円の増となった。
▼　利益還元については、公益法人の特質上、協会全体とし
て収益の約半分を公益事業に繰り入れている。

▽　安定経営能力の維持 適 不適

▼札幌市公園緑化協会の財務状況等は、令和7年度、赤字決
算となり、運営安定化積立資産も取り崩すこととなった。次年
度以降、なお一層の経費節減が求められるものの、自主事業
の好調を引き続き継続し、経営能力の安定化を図っていく。ま
た、他の構成企業についても、前年度から大きな変化はなく、
安定経営能力に問題はない。

▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマ
ン条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

適 不適

▼各条例の規定に則り、全て適切に対応した。
▼情報公開請求はなかった。
▼当公園の管理等に係るオンブズマンの実地調査はなかっ
た。
▼公園使用者に対する告知として、暴力団活動や暴力団の資
金源となる活動に公園を使用できない旨の文書を園内に掲示
した。
▼物品購入や業務の委託等に際して、暴力団員や暴力団関
係事業者を相手方としないよう徹底した。

差（決算-計画）

指定管理業務収入

指定管理業務支出

指定管理費
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Ⅲ　総合評価

【指定管理者の自己評価】

総合評価 来年度以降の重点取組事項

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

ヒグマ出没時の緊急対応のほか、利用者への注意喚
起を継続的に実施し、安心安全な公園利用に務めるこ
とができた。昨年度から実施している旅行者向けの野
鳥ガイドを今年度も継続して実施し、当公園の利用促
進および豊かな自然環境のPRにつなげることができ
た。また市民協議会や近隣の小学校、町内会、公園ボ
ランティアと協働し、環境教育、利用促進を図るイベント
を年間通して実施することができた。

引き続きヒグマ対策と利用者への注意喚起・生態等の啓蒙を継続して実施す
る。安心安全な公園利用を確保しながら、来園者のニーズに沿った運営を行
い、当該公園の魅力を発信する自主事業の推進を図り、利用促進とともに収
益増加にも取り組んでいく。

市民協議会やボランティアの方々と協力し年間を通し
て環境教育、公園の利用促進を図っていた。利用者
ニーズに応えたイベントの実施も行っていた。ヒグマの
出没があったものの年間を通して大きな事故等なく、
来園者が安全に公園を利用できるよう努めていた。

引き続き旭山記念公園の魅力を発信できるようイベント内容の工夫や回数を
増加する等努めること。ホームページや広報活動もより力を入れ、公園の魅
力を発信できるよう努めること。


